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第2段階
イクボスとの出会い、取組背景

2017年 初回 いわてイクボス宣言参加（34社）

初の男性育休者（12日間）

2019年 株式会社ワーク・ライフバランス社

「男性育休100%宣言」

イクボス宣言でつながった縁

社長（トップ）の意識変化

現在掲載155社
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見直し後の育休サポートの流れ

全体研修
本人から

申告

個別面談

期間等決定

部門長報告

協力依頼
育休取得

全社員へ全体研修で
制度と流れの説明

改めて制度説明。
部門や業務に合わせて
育休日数を設定

各部門に情報共有
協力必要であれば
依頼

必要に応じて
出勤日を設定、リモート会議
オンライン研修の設定など

状況とその時点の
本人希望を確認



ツールの整備と前提合わせ
・全体へ

オンライン掲示板に掲示

・対象者へ
スケジュールシートを見ながら面談

・部門長へ
管理者向けを別途作成し説明

★1日単位で取得できること、
飛び石でも取得できること
社内の実際事例など、
ハードルを下げる情報を伝える



男性育休取得者の推移

飛び石で計12日 数日

2週間

飛び石５日

2週間

2ヶ月連続

1 ３ ４

2012 2020 2022

短期・飛び石 複数・同部門 複数・多部門・長期



反響と効果

• 地元テレビ5局中4局から取材

• 地元新聞
（1誌は一面・全国誌）

• 内閣府の広報番組

• ご家族からお礼の手紙

男性育休は「取っていいもの」
→「取るもの」の意識浸透
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第3段階（2020～継続中）
スタッフ主体の社屋建設と健康経営スタート
• 働き方改革、DXで生まれた時間をブランディング委員会と社
屋建設の検討に



第3段階（2020～継続中）
スタッフ主体の社屋建設と健康経営スタート

• 長時間勤務・休めない・・スタッフの意識改革に「健康経営」を
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時間外労働の推移（同時期比較）

6年間の取組成果状況

時間外労働は50％減少し、依頼件数・売上・利益ともに
目立った伸びがあった。特に利益が6.5倍に

取組前比 50%減 取組前比1.5倍

取組前比約6.5倍

売上・営業利益の推移

取組開始

コロナ コロナ



効果（広報）

• TV（地元各局）

• 地元新聞（一誌は一面・全国誌）

• 雑誌（地元誌、専門誌）

• 書籍（3冊）

・サイボウズ社主催

kintoneAward2020

北海道東北代表



効果（採用）
2017年 新卒採用1名

2018年 新卒採用なし（高年齢再雇用1名）

・
・
・

2019年 3名

神奈川県よりUターン（技術 20代）

社員の紹介で中途入社1名（技術 30代）

アンコール採用1名（60歳以上 再雇用）

2020年 2名

高校新卒 技術スタッフ 1名

専門新卒 技術スタッフ 1名

2021年 3名

大学・専門 事務スタッフ 2名

高校 技術スタッフ 1名

2022年 2名

専門 技術スタッフ 1名

高校 技術スタッフ 1名

2022年 3名（学校紹介）



効果（補助金）※時間の確保

• 省エネ補助金業務サポート

• お客様向け法令、カーボンニュートラル
セミナー

• IT導入補助金・
リモートワーク補助金
人材育成助成金取組



効果 健康経営スタート

• 長時間勤務・休めない・・スタッフの意識改革に「健康経営」を
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効率が上がり、売上利益が上がる

＞
次の仕掛け、新しいことを始める

余地がある

価値残り戦略

イクボス宣言

SDGs取組

社屋建設

健康経営DX推進

ブランディング

相互に関係し、作用しあう



話すことから始める

• 全体/部門長/本人/家族
話す対象は階層にわけて
伝え方を変える。1度で終わらない

• スタッフ同士の対話の機会を多く

アンコンシャスバイアス研修

無意識の偏見（年代・性別・家族構成など）

高校生との街づくりシミュレーション



まとめ

働き方改革は社員の自主性を引き出し、会社のステップアップに
つながる

関心を持って聞く、話すことで次の打ち手が見えてくる
問題が多い会社＝悪い状態ではない

働き方改革でできた時間、空いた手を新しい取り組みに
効果のサイクルが回り始めると相互作用でいい流れができる

課題解決の答えは外ではなく、自分達の中にある



ご清聴ありがとうございました


